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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

久留里地区

平成２４年６月

千葉県君津市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

その他の
数値指標３

H　　年　月

その他の
数値指標２

その他の
数値指標１

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
による確定

値
計測時期

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異が
ある場合や改善が見られない場合等

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

従来の久留里城祭りに加え、「久留里軒先にぎわい市」
等計6回のイベントが開催された。

指標３
伝統工芸品製造
技能者の養成

人 1

指標５

指標４
地域活性化
イベントの開催

回/年 1 6 6 ○ 6 H24年3月

指標１ 来街観光客数 人/年 41,000 49,000 49,100 ○ 51,000 H24年3月

指標２ 来街者の満足度 ％ 11 30 73 ○

指　標 従前値 目標値
事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

による確定
値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異が
ある場合や改善が見られない場合等

総合所見
見込み・確定

の別
1年以内の
達成見込み

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

3

総合所見

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

駅前広場の整備やイベントの増加により、観光客が大
幅に増加した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

13 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項

改善策

・まちづくりの目標を達成するための改善策
・残された課題・新たな課題への対応策
・その他　必要な改善策

久留里駅の東西連絡通路の整備 ＪＲ東日本㈱と東西連絡道の整備について協議した。
具体的な協議内容まで進まず、引き続き協
議が必要である。

引き続きＪＲ東日本㈱との協議の継続が必要である。

商店街の空き店舗の活用
駅前のイベント開催とともに、商店街の空き店舗を活用した
事業を実施した。

商店街の空き店舗を活用した新たなイベン
トが１件実施できた。

空き店舗の新たな利用方法を検討する必要がある。

商店街における一層の経済効果の創出
食文化の振興に関わる様々な団体や個人と協力・協働す
る地元の食材を使った郷土色ゆたかな料理・おみやげ品
等のより充実を図った。

市民との協働イベントのなかで実施できた。 観光客を対象に、経済効果が発揮できるような対策の検討が必要である。

・成果を持続させるために行う方策

地元住民と、観光客の交流と賑わいの持続
駅前広場を活用した観光客と地元住民の交流ができるイ
ベント等の開催及び商店街活性化に向けた取り組みを実
施した。

観光客が参加できるイベント等を持続して
行っていくことで、観光客の拡大を図り、新
たな賑いを創出できた。

「久留里城」や「生きた水久留里」など、豊富な観光資源を活用したまちづくりを進め
ていくため、観光客の拡大に向けた各種イベントを継続して行う。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項



都市再生整備計画（精算
せ い さ ん

報告
ほ う こ く

）

千葉
ち ば

県　君津
き み つ

市
し

久留里
く る り

地区



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 44 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 平成１7年度 平成２３年度

％ 平成１７年度 平成２３年度

人 平成１７年度 平成２３年度

回／年 平成１７年度 平成２３年度

計画期間 交付期間 23

    大目標：城下町の街並みを活用し、交通環境等の改善により市民と観光客の交流拠点を創出する。
　　目標１：市民の生活拠点としての機能を高め、市内の地域拠点としての賑わいを再生する。
　　目標２：生きた水の里、城下町としての観光資源を強化し、観光客を誘致することで地域振興を図る。
　　目標３：駅前の交通広場や駐車場を整備することで、交通結節機能を強化し交流を促進する。

都道府県名 千葉県 君津市
き み つ し

久留里
く る り

駅周辺
えきしゅうへん

地区
ち く

・本市は、３１８．８３平方キロメートルという広大な市域を有しており、内陸部（二級河川小櫃川流域）の活性化が課題となっているため、内陸部の中核を担う久留里地区を整備し周辺へ波及することで地域の発展を図る。
・久留里地区は久留里城の城下町として、また、小櫃川の舟運や大正時代に開通した県営軽便鉄道によって、近隣地域の農林産物の集散地として栄えてきたが、臨海部での都市開発やモーターリゼーションの進展などにより急速に商業機能が衰退し
ている。
・また、地区の玄関口ともいえる久留里駅の交通結節機能や道路などの基盤整備水準が低く、城下町としての街並み景観も統一感に欠け、街なかにある多数の上総堀井戸の湧水も観光資源として活用できていないため、市民や観光客の受け入れが
十分ではない。
・平成１５年に地域の活性化を検討する、君津市副次核推進対策協議会が組織され活性化策が市へ提案された。
・市ではこれを受けて、平成１６年度に君津市副次核整備計画を策定した。
・現在、整備計画実現のため、副次核推進対策協議会を中心とする地元との協働により活動を進めている。

・衰退した商店街を再生し周辺地域の産業振興を図るため、首都圏などからの観光客や市民等の来街者を誘致し消費の拡大を図る。
・そのためには、久留里駅の交通結節機能の強化や周辺の道路、駐車場及び公共施設の整備が必要である。
・「生きた水の里」「城下町としての街並み景観」「久留里城」「久留里国有林健康保養の森」等の観光資源を十分に活用するとともに、「久留里城祭り」「久留里にぎわい市」等の地域を題材としたイベントを開催する必要がある。
・名産品や名物料理の創作、直売できる農産物や加工品の生産を推進する必要がある。

・久留里城、城下町、生きた水の里をテーマに多数の観光客が散策する観光地久留里の整備を進める。
・君津市総合計画では、内陸部の中心地である久留里地区は、久留里城、森林体験交流センター、花木センターなどの施設や豊富で良質な水を活用した酒造りの資源や技術等、地域の特色を生かし、創意に富んだ特産品の開発や地場産業の育成、
商店街の環境を整備し、魅力的で活気あふれる地域づくりを進めることとしている。
・この総合計画を具体化するため、君津市副次核整備計画を策定し、久留里の玄関口である久留里駅周辺の交通広場や道路、駐車場、公共施設の整備や商店街の景観形成、久留里城周辺の遊歩道を整備し、地域住民の生活拠点の形成と観光客の
誘致に努めることとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

６回／年新たな観光イベントを地域の団体等により開催する
現在、地域団体において久留里城祭りが年１回開催されている
が、地場産品等を販売する久留里にぎわい市を年５回程度開催
する。

１回／年地域活性化イベントの開催

３人伝統工芸品製造技能者の養成
千葉県指定伝統工芸品である雨城楊子の製造技能者を養
成する

雨城楊子の製造技能者養成講座を開設し、技能者を養成する。 1人

城下町、生きた水の里としての知名度を上げ、観光産業の振興と
受け入れ施設の整備に努めることで、３割の増加を目指す。

41千人／年 49千人／年

来街者の満足度
来街市民の楽しさ、安心・安全、居心地などの満足度（満
足度アンケートによる）

駐車場の不足、住民交流機能の脆弱、商店街の魅力不足などか
ら、来街者の増加とともに、来街者の半数が満足する基盤整備と
商店街の魅力アップを図る。

11% 30%

来街観光客数 久留里地区の入り込み観光客の人数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
〇事業終了後の継続的なまちづくり活動
　　当地区では、自治会連合会、久留里商店街振興組合、上総観光協会、商工会議所女性部、ＪＡきみつ女性部、久留里の水を守る会等の団体から選出された委員で組織された君津市副次核推進対策協議会があり、市と協議会がこ
れら各種団体の調整、指導、支援することで、地区の活性化事業を展開することとしており、事業終了後においても継続して活動できる体制となっている。
〇街並み景観形成の誘導を図るための方策について
　　城下町に相応しい街並み景観の形成を誘導するため景観整備計画を策定するため、君津市副次核推進対策協議会を中心に景観誘導のあり方を検討している。
〇交付期間中の計画の管理について
　 交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な成果を上げるため、市と協議会が協働して、毎年、事業成果について評価や事業の進め方の改善策等を協議する。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（地域住民の生活拠点の形成、賑わいの創出）
・本市内陸部住民の交流センターを整備し行政センターを併設することで地域住民の生活拠点の形成と賑わいを創出する。
・地域交流センターに附置し、商店街の買い物客や水汲み来訪者なども利用するほか、地区のイベント会場として利用できる
多目的駐車場、水汲広場を整備し、来街者や観光客の拡大を図る。
・地域住民の生活拠点であり、地域の玄関口ともいえる久留里駅の東西交通広場、市道、駐車場を整備し、久留里駅の交通
結節機能を強化し、来街者や観光客の拡大を図る。

・行政センター・公民館取壊事業（提案事業／市）
・地域交流センター整備事業（基幹事業／市）
・地域交流センター内に行政センターを併設（関連事業／市）
・地域交流センター附置駐車場（イベント広場）整備事業（基幹事業／市）
・水汲広場整備事業（基幹事業／市）
・久留里駅東側交通広場整備事業（基幹事業／市）
・久留里駅西側交通広場整備事業（基幹事業／市）
・久留里駅西側駐車場整備事業（基幹事業／市）

整備方針２（観光客の誘導）
・観光客誘導の玄関口を形成するため、駅前交通広場、道路を整備し、交通結節機能を強化するとともに、滞留や憩いのため
の駅前空間づくりを行う。
・観光客の誘致を促進するため、城下町である久留里の街並み景観を整備するための、景観整備計画を策定する。
・古きよき時代の久留里を演出するため、骨董、古民具などを店先にディスプレーする久留里ルネッサンス運動を展開する。
・観光客と地域住民の交流機会を創出するため、君津市副次核推進対策協議会を中心に、地域の特産物を販売する久留里
にぎわい市や観光客を案内する久留里ボランティアガイド、地域住民のホスピタリティ向上のための講習会などを開催する。
・観光客の拡大を図るため、久留里の特産品を開発するとともに、雨城楊子等の伝統技能の伝承を行う。

・久留里駅東側交流広場整備事業（基幹事業／市）
・観光交流センター整備事業（基幹事業／市）
・街なか湧水箇所整備事業（提案事業／市）
・案内看板等設置事業（提案事業／市）
・久留里にぎわい市開催（提案事業）
・久留里ボランティアガイド事業（提案事業）
・久留里ホスピタリティ向上運動（提案事業）
・特産品開発事業（提案事業）
・伝統技能伝承事業（提案事業）
・久留里ルネッサンス運動（関連事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 君津市 直 ７８ｍ 20 20 20 20 11 11 11 11

道路 君津市 直 ２５０ｍ 19 21 19 21 49 49 49 49

道路 君津市 直 ２，２００㎡ 19 23 19 23 60 60 60 60

道路 君津市 直 ２，９９７㎡ 19 22 20 22 47 47 47 47

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 君津市 直 － 20 23 20 23 46 46 46 46

高質空間形成施設 君津市 直 － 20 22 20 22 21 21 21 21

高次都市施設 君津市 直 － 19 22 19 22 739 739 739 739

既存建造物活用事業 君津市 直 ４４２㎡ 19 20 19 20 63 63 63 63

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,036 1,036 1,036 1,036 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
君津市 直 １，３２６㎡ 19 20 19 20 41 41 41 41

上総公民館 君津市 直 １，６０９㎡ 21 22 21 22 53 53 53 53
街なか湧水箇所整備事業 上総堀井戸 君津市 直 ３箇所 21 23 21 23 3 3 3 3
案内看板等設置事業 君津市 直 １１箇所 20 23 20 23 4 4 4 4

－
－

君津市副次核推進対策協議会 間 － 19 20 19 20 1 1 1 1
君津市副次核推進対策協議会 間 － 21 23 21 23 3 3 3 3

久留里ボランティアガイド事業 君津市副次核推進対策協議会 間 － 19 23 19 23 1 1 1 1
特産物開発事業 君津市副次核推進対策協議会 間 － 21 22 21 22 1 1 1 1

君津市副次核推進対策協議会 間 － 21 23 21 23 1 1 1 1
合計 108 108 108 108 …B

合計(A+B) 1,144

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
君津市副次核推進対策協議会 〇 19 28 0

地域交流センター内 君津市 ３４７㎡ 〇 19 22 118
合計 118

－

0

－
久留里にぎわい市事業 －

0

事業箇所名 事業主体
うち民負担分

－
－

直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

うち民負担分

国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

交付対象事業費 1,144 交付限度額 457.6

－

－

観光交流センター

－

－

－

市道久留里市場下町西線

久留里駅東側交通広場

久留里駅西側交通広場

市道久留里市場古川１号線

－

事業
細項目

既存建物取壊事業
上総行政センター

街なかの案内看板及び道標等設置

－

既存建物取壊事業

事業 事業箇所名

地域創造
支援事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

ホスピタリティ向上事業

伝統技能伝承事業

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

久留里ルネッサンス運動 久留里商店街

地域行政センター・土木事務所整備事業


